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ノムラ・アジア・シリーズ 
（ノムラ・インドネシア・フォーカス） 

運用報告書(全体版) 
 

第15期（決算日2025年９月12日） 
 

作成対象期間（2024年９月13日～2025年９月12日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／海外／株式 
信 託 期 間 2010年12月６日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 
野村インドネシア株マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、主としてインドネシアの企
業の株式に投資し、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本とします。 
実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行ないません。 

主な投資対象 
ノムラ・アジア・シリーズ 

（ノムラ・インドネシア・フォーカス） 
マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド インドネシアの企業の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 
ノムラ・アジア・シリーズ 

（ノムラ・インドネシア・フォーカス） 
株式への実質投資割合には制限を設けません。外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 株式への投資割合には制限を設けません。外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益等から、基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運
用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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ノムラ・アジア・シリーズ（ノムラ・インドネシア・フォーカス）

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

11期(2021年９月13日) 13,904 200 39.1 138.30 31.6 98.6 － 2,742 

12期(2022年９月12日) 18,730 450 37.9 204.37 47.8 98.8 － 2,944 

13期(2023年９月12日) 19,177 500 5.1 194.47 △ 4.8 96.9 － 5,067 

14期(2024年９月12日) 17,746 400 △ 5.4 209.97 8.0 97.4 － 5,184 

15期(2025年９月12日) 14,021 250 △19.6 202.85 △ 3.4 94.2 － 3,791 
 
＊ 基準価額の騰落率は分配金込み。 
＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 
＊ 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
 

＊ ベンチマーク（＝ジャカルタ総合指数（円換算ベース））は、ジャカルタ総合指数（インドネシアルピアベース）をもとに、当社が独自に
円換算したものです。なお、指数算出にあたっては、基準価額への反映を考慮して、営業日前日の指数値を営業日当日の為替レート（対
顧客電信売買相場仲値）で円換算しております。設定時を100として指数化しております。 

＊ ジャカルタ総合指数（JCI）は、インドネシア証券取引所が所有しています。インドネシア証券取引所は、JCIをベンチマークとして用い
る利用者によって提供される、いかなる商品に関しても責任を負いません。また、インドネシア証券取引所は、JCIをベンチマークとして
用いる利用者によってなされる、いかなる投資判断に関しても責任を負いません。これらの利用者は、JCIの利用に関して、第三者に対し
て責任を負います。 

（出所）ブルームバーグ、為替レート（対顧客電信売買相場仲値） 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2024年９月12日 17,746 － 209.97 － 97.4 － 

９月末 18,657 5.1 212.71 1.3 95.2 － 

10月末 18,546 4.5 215.81 2.8 95.2 － 

11月末 17,013 △ 4.1 198.98 △ 5.2 93.5 － 

12月末 16,762 △ 5.5 200.60 △ 4.5 96.0 － 

2025年１月末 15,911 △10.3 195.48 △ 6.9 94.2 － 

２月末 13,728 △22.6 171.69 △18.2 90.6 － 

３月末 13,541 △23.7 172.35 △17.9 91.8 － 

４月末 13,389 △24.6 166.89 △20.5 94.8 － 

５月末 14,635 △17.5 185.79 △11.5 94.0 － 

６月末 13,978 △21.2 180.59 △14.0 93.3 － 

７月末 14,698 △17.2 202.06 △ 3.8 96.3 － 

８月末 14,647 △17.5 208.20 △ 0.8 92.2 － 

(期  末)       

2025年９月12日 14,271 △19.6 202.85 △ 3.4 94.2 － 
 
＊ 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 
＊ 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ノムラ・アジア・シリーズ（ノムラ・インドネシア・フォーカス）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2024年９月12日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、ジャカルタ総合指数（円換算ベース）です。ベンチマークは、作成期首（2024年９月12日）の値が基準価額と同一と

なるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
（上昇） 中央銀行が利下げを実施したこと、為替市場で円安が進行したこと 

（下落） 米国大統領選挙でのトランプ前大統領の勝利を背景に為替市場で米ドル高が進行し、

新興国通貨安の動きが強まったこと、外国人投資家の資金流出が継続したこと、トラ

ンプ米政権の相互関税による世界経済の減速懸念が強まったこと、インドネシア・ル

ピアが過去最安値となったこと 

（上昇） 相互関税の各国の上乗せ部分について発動の90日間停止が発表されたこと、相互関税

をめぐる米中交渉に楽観的な見方が高まったこと、米国がインドネシア製品に対する

関税率を当初の32％から19％と大幅に引き下げる方針を示したこと 
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ノムラ・アジア・シリーズ（ノムラ・インドネシア・フォーカス）

○投資環境 
インドネシアの株式市場は、当期初、中央銀行が利下げを実施したことなどから上昇して始

まりましたが、その後は、中東情勢の緊迫化への懸念などを背景に下落に転じました。2024年

11月以降は、米大統領選挙でのトランプ前大統領の勝利を背景に為替市場で米ドル高が進行し

新興国通貨安の動きが強まったことや、外国人投資家の資金流出が継続したことなどから下落

基調で推移しました。 

2025年１月には中央銀行が市場予想に反して政策金利を引き下げたことが好感され反発し

ましたが、トランプ米政権の関税引き上げへの懸念から米ドル高・ルピア安の動きが強まり３

月にかけて下落基調で推移しました。４月上旬にはトランプ米政権の相互関税による世界経済

の減速懸念から世界的な株安となる中、インドネシア・ルピアが過去最安値となったことなど

が嫌気され下落しました。中旬以降は、相互関税の各国の上乗せ部分について発動の90日間停

止が発表されたことや、相互関税をめぐる米中交渉に楽観的な見方が高まったことなどを受け

大きく反発しました。７月には米国がインドネシア製品に対する関税率を当初の32％から19％

と大幅に引き下げる方針を示したことや、中央銀行が追加利下げを実施したことが好感され続

伸したものの、当期においてインドネシア株式市場は下落となりました。 

 

為替市場では、期初、米国景気の底堅さなどから日米金利差が拡大するとの見方が強まり米

ドル高・円安が進行しました。2025年１月には、日銀が利上げを決定したことで日米金利差が

縮小するとの見方が強まり米ドル安・円高となり、その後も日銀の追加利上げ観測の高まりや

相互関税の発表などを背景に米ドル安・円高基調で推移しました。期末にかけては、７月の日

本の参議院選挙において連立与党の過半数割れや財政支出の拡大などが懸念されたことなど

から円安が進行し、当期において米ドル高・円安となりました。一方、インドネシア・ルピア

は、トランプ米政権の相互関税による世界経済の減速懸念などから４月にかけて下落し、期末

にかけて持ち直したものの、対円で下落（円高）となりました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 
［野村インドネシア株マザーファンド］ 

・期中の主な動き 

（１） 生活必需品セクターについては、オーバーウェイト（ベンチマークに比べ高めの投資比

率）幅を拡大させました。 

（２） 素材セクターについては、アンダーウェイト（ベンチマークに比べ低めの投資比率）幅

を縮小させました。 

（３）金融セクターについては、オーバーウェイトからほぼ中立まで投資比率を引き下げました。 

 

・為替ヘッジ 

当ファンドの方針に従い、為替ヘッジ（為替の売り予約）は行ないませんでした。 
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ノムラ・アジア・シリーズ（ノムラ・インドネシア・フォーカス）

［ノムラ・アジア・シリーズ（ノムラ・インドネシア・フォーカス）］ 

・組入比率 

主要投資対象である［野村インドネシア株マザーファンド］受益証券を、期を通じておおむ

ね高位に組み入れました。 

 

・為替ヘッジ 

当ファンドの方針に従い、為替ヘッジは行ないませんでした。 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 
当期は、ベンチマーク（ジャカルタ総合指数

（円換算ベース））が3.4％の下落となったのに対

して、基準価額は19.6％の下落となりました。 
※基準価額の騰落率は、分配金（税込み）を再投資して算出しております。 

 

（主なプラス要因） 

①業種配分で、株価騰落率がベンチマークを下

回った公益事業をアンダーウェイトとした

こと 

②個別銘柄で、株価騰落率がベンチマークを下

回った公益事業株や素材株を非保有とした

こと 

 

（主なマイナス要因） 

①業種配分で、株価騰落率がベンチマークを上

回ったエネルギーをアンダーウェイトとし

たこと 

②個別銘柄で、株価騰落率がベンチマークを上回ったソフトウェアサービス株やエネルギー株

を非保有としたこと 
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ノムラ・アジア・シリーズ（ノムラ・インドネシア・フォーカス）

◎分配金 

今期の収益分配金につきましては、基準価額水準等を勘案し、１万口当たり250円とさせて

いただきました。なお、留保益の運用につきましては、特に制限を設けず、元本部分と同一の

運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第15期 

2024年９月13日～ 
2025年９月12日 

当期分配金 250  

(対基準価額比率) 1.752％ 

 当期の収益 191  

 当期の収益以外 58  

翌期繰越分配対象額 7,980   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［野村インドネシア株マザーファンド］ 

・投資環境 

プラボウォ政権の経済政策への不満などを背景に８月下旬から発生した抗議デモにより首

都ジャカルタ中心に緊張が高まっていましたが、政府がデモの発端となった高額な議員手当の

削減に動き、国民の不満に一定程度配慮したことから落ち着きを取り戻しつつあります。政府

は歳出が前年度比約７％増の2026年予算案を発表しましたが、無料給食プログラムの拡大で家

計負担軽減を図るなどの看板政策を掲げる一方、地方交付金を大幅に削減したため予算の見直

しを求める世論が高まっています。金融政策は、中央銀行が２ヵ月連続で政策金利を引き下げ

るなど景気を下支えする姿勢を示していることはポジティブであると考えます。当面は、デモ

鎮静化へ向けた政府の対応や政策見直しの動きなどに注視が必要と見ています。 

 

・投資方針 

投資戦略については、相対的に業績が良好で、利益成長の確度が高い銘柄に注目します。堅

調な業績成長が期待できる乳製品や食肉加工食品の製造を手掛ける企業などをはじめ、生活必

需品セクターの投資比率をベンチマークに比べ高めとする方針です。一方、エネルギーセク

ターについては、石炭株を中心に投資比率をベンチマークに比べ低めとする方針です。 
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ノムラ・アジア・シリーズ（ノムラ・インドネシア・フォーカス）

［ノムラ・アジア・シリーズ（ノムラ・インドネシア・フォーカス）］ 

［野村インドネシア株マザーファンド］受益証券を主要投資対象とし、信託財産の成長を目

指して積極的な運用を行ないます。実質組入外貨建資産については、引き続き、為替ヘッジを

行なわない方針です。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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ノムラ・アジア・シリーズ（ノムラ・インドネシア・フォーカス）

○１万口当たりの費用明細 (2024年９月13日～2025年９月12日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 281  1.815  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (136)  (0.880)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (136)  (0.880)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  9)  (0.055)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 23   0.149   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 23)  (0.149)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 24   0.158   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） ( 24)  (0.158)   

（d） そ の 他 費 用 16   0.107   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 16)  (0.103)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  1)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 344   2.229    

期中の平均基準価額は、15,458円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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ノムラ・アジア・シリーズ（ノムラ・インドネシア・フォーカス）

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.93％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、外貨建資産の保管等に要する費用、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託事務の処理に

要するその他の諸費用等が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ノムラ・アジア・シリーズ（ノムラ・インドネシア・フォーカス）

○売買及び取引の状況 (2024年９月13日～2025年９月12日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
野村インドネシア株マザーファンド 268,993 653,551 475,586 1,075,831 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2024年９月13日～2025年９月12日) 

 

項 目 
当 期 

野村インドネシア株マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 6,503,875千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 4,117,523千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.57   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2024年９月13日～2025年９月12日) 

 

＜ノムラ・アジア・シリーズ（ノムラ・インドネシア・フォーカス）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜野村インドネシア株マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 20 20 100.0 566 566 100.0 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
信託銀行です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ノムラ・アジア・シリーズ（ノムラ・インドネシア・フォーカス）

○組入資産の明細 (2025年９月12日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

野村インドネシア株マザーファンド 1,939,198 1,732,605 3,783,836 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2025年９月12日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

野村インドネシア株マザーファンド 3,783,836 95.9 

コール・ローン等、その他 161,305 4.1 

投資信託財産総額 3,945,141 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊野村インドネシア株マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（3,635,444千円）の投資信託財産総額（3,783,865千円）に対

する比率は96.1％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝147.30円、１ルピア＝0.009円。

 

  

親投資信託残高 
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ノムラ・アジア・シリーズ（ノムラ・インドネシア・フォーカス）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年９月12日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 3,945,141,273   

 コール・ローン等 161,302,527   

 野村インドネシア株マザーファンド(評価額) 3,783,836,583   

 未収利息 2,163   

(B) 負債 153,719,922   

 未払収益分配金 67,603,048   

 未払解約金 51,579,811   

 未払信託報酬 34,474,445   

 その他未払費用 62,618   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,791,421,351   

 元本 2,704,121,933   

 次期繰越損益金 1,087,299,418   

(D) 受益権総口数 2,704,121,933口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,021円 
 

（注）期首元本額は 2,921,338,288 円、期中追加設定元本額は

542,929,314円、期中一部解約元本額は760,145,669円、１口当た

り純資産額は1.4021円です。 

（注）投資信託財産の運用の指図に係わる権限の全部又は一部を委

託する為に要する費用、支払金額14,842,092円。（野村インドネ

シア株マザーファンド） 

○損益の状況 (2024年９月13日～2025年９月12日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 167,060   

 受取利息 167,060   

(B) 有価証券売買損益 △  770,278,146   

 売買益 177,026,796   

 売買損 △  947,304,942   

(C) 信託報酬等 △   79,601,916   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  849,713,002   

(E) 前期繰越損益金 168,362,657   

(F) 追加信託差損益金 1,836,252,811   

 (配当等相当額) (  1,782,495,307)  

 (売買損益相当額) (     53,757,504)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,154,902,466   

(H) 収益分配金 △   67,603,048   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,087,299,418   

 追加信託差損益金 1,836,252,811   

 (配当等相当額) (  1,783,636,455)  

 (売買損益相当額) (     52,616,356)  

 分配準備積立金 374,470,954   

 繰越損益金 △1,123,424,347   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2024年９月13日～2025年９月12日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2024年９月13日～ 
2025年９月12日 

a. 配当等収益(経費控除後) 51,703,467円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 1,783,636,455円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 390,370,535円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 2,225,710,457円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 8,230円 

g. 分配金 67,603,048円 

h. 分配金(１万口当たり) 250円 

 

  



品 名：90001_140526_015_02_ノムラ・アジア・シリーズ（ノムラ・インドネシア・フォーカス）_1077512.docx 

日 時：2025/10/10 13:04:00 

ページ：12 

 

－ 12 － 

ノムラ・アジア・シリーズ（ノムラ・インドネシア・フォーカス）

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 250円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
 

 

○お知らせ 

「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正に伴い、運用報告書の電子交付に関する

条文を変更する所要の約款変更を行ないました。 ＜変更適用日：2025年４月１日＞ 
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